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ロケット SS-520-2 号機搭載 XUV による酸素イオン共鳴散乱光の空間分布 

The spatial distribution of the O II emission observation by the extreme ultraviolet 
scanner onboard the sounding rocket SS-520-2 
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SS-520-2 号機へ酸素イオン共鳴散乱光（O II、83.4nm）を検出する光学機器（極端紫外光センサー: XUV）を

開発・搭載し、成功裏に実験を終了した。XUV の視線方向を決定するにはロケットの姿勢データが必要となる。こ
こでは、SAS（太陽センサー）による太陽の位置のデータと MGF(磁力計)による磁場データを、太陽緯度・経度、
ＩＧＲＦの磁場モデルにあわせて、ロケットの姿勢を決定した。姿勢に対して XUV の視線方向を求め、その視線方
向からの酸素イオン共鳴散乱光の空間分布を示し、緯度･経度依存性を評価する。 
 
 
昨年 12 月にノルウェー、スバルバードから打ち上げられたロケット SS-520-2 号機へ私達は、酸素イオン共鳴

散乱光（O II）を検出する光学機器（極端紫外光センサー: XUV）を開発・搭載し、成功裏に実験を終了した。ロ
ケットは、最高高度 1100 km に達し、電離圏上部を観測したと考えられる。XUV は、打ち上げ後 X+185 秒（高度 
500 km）から着水まで観測した。観測対象の酸素イオン共鳴散乱光は波長 83.4 nm であり、極域電離圏からの酸
素イオン散逸過程の解明を目的としている。 
XUV はロケットのスピン軸に対して 30 度傾けて取り付けられており、ロケット１スピンに対して円錐状の１次

元情報が得られる。このスピンスキャンをロケット軌道に沿って行うことにより、2次元情報を獲得でき、散逸量
の緯度・経度依存性を評価できると考える。 
このためには、XUV はリモートセンシングであるという性格上、その視線方向を決定しデータを解析する際には、

ロケットの姿勢データが必要となる。ロケットの姿勢を決定するのに用いた観測データは、SAS（太陽センサー）
によって得られた太陽の位置のデータと、MGF(磁力計)による磁場データである。MGF の測定値とＩＧＲＦの磁場
モデルからロケットスピン軸の磁力線に対する角度を求め、さらに SAS の測定から、太陽角とロケットスピン角を
求める。これらをあわせてロケットの姿勢を決定し、XUV の視線方向を求めた。 
本講演では、決定した XUV 視線方向からの酸素イオン共鳴散乱光の空間分布を示し、緯度･経度依存性を評価し

たい。 


